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今月の
表紙

町総合運動公園遊のおかは、たくさんの子どもたちでにぎわっています。
矢掛の秋を思いっきり堪能しましょう。



2平成30年10月号

億5,624万円 諸収入
1億2,757万円
（1.3％）

繰越金
1億9,743万円
（2.1％）

その他
1億5,272万円
（1.6％）

負担金、使用料等
3億989万円
（3.3％）

繰入金
13億8,634万円
（14.6％）

地方譲与税、交付金
3億8,356万円
（4.0％）

歳　　入
94億7,152万円 差  引  額

4億1,290万円

歳　　出
90億5,862万円

歳　　入
94億7,152万円 差  引  額

4億1,290万円

歳　　出
90億5,862万円

　 　消防費
2億6,847万円（3.0％）

地方交付税
28億2,846万円
（29.9％）

1人当たりの税額
108,834円

国県支出金
12億6,405万円
（13.3％）

町　債
12億5,604万円
（13.3％）

町　税
15億6,547万円
（16.5％） 　　 総務費

10億1,395万円（11.2％）

　　 教育費
8億2,231万円（7.1％）

民生費
20億5,842万円
（22.7％）

土木費
12億3,382万円
（13.6％）

　　 公債費
6億4,449万円（7.1％）

　　 衛生費
5億7,626万円（6.4％）

その他
17億910万円
（18.9％）

   農林水産業費
7億3,181万円（8.1％）

　 　消防費
2億6,847万円（3.0％）

地方交付税
28億2,846万円
（29.9％）

1人当たりの税額
108,834円

国県支出金
12億6,405万円
（13.3％）

町　債
12億5,604万円
（13.3％）

町　税
15億6,547万円
（16.5％） 　　 総務費

10億1,395万円（11.2％）

　　 教育費
8億2,231万円（9.1％）

民生費
20億5,842万円
（22.7％）

土木費
12億3,382万円
（13.6％）

　　 公債費
6億4,449万円（7.1％）

　　 衛生費
5億7,626万円（6.4％）

その他
17億910万円
（18.9％）

   農林水産業費
7億3,181万円（8.1％）

一 般 会 計 の 主 な 事 業
（ハード事業）
道路新設改良 5億 1,577万円
こうど会館改築 1億 6,673万円
水車の里施設改修 1億　625万円
地域振興（羽無の里休憩施設建設等）　1億　196万円
橋りょう新設改良 1億  　34万円
浸水対策（小田地区） 9,817万円
生き活き拠点形成支援（農産物加工施設整備等）　5,400万円

（ソフト事業）
老人福祉 3億6,163万円
障害者福祉 3億2,716万円
児童福祉施設（保育園等）　　　  2億3,511万円
児童措置（児童手当）　　　　　  1億8,722万円
じん芥処理（廃棄物収集委託等）  1億6,410万円
子ども医療 6,169万円
観光（観光 PR等） 5,962万円

一般会計90億5,862万円万円万円

歳出歳入

保険給付費
12億5,524万円
保険給付費

12億5,524万円

その他
7億2,559万円

その他
7億2,559万円

その他
6億2,893万円

その他
6億2,893万円

国庫支出金
3億4,021万円
国庫支出金

3億4,021万円

前期高齢者交付金
7億5,462万円
前期高齢者交付金
7億5,462万円

保険税
2億6,201万円

保険税
2億6,201万円

　繰入金
1億2,724
　　万円
療養給付費
交付金
2,206万円

国民健康保険会計



169億3,009

3 平成30年10月号

（企業会計の資本的収支の不足額は、留保資金等で補てんしました。）

※表示単位未満の端数処理により、合計等が一致しない場合があります。

平成29年度

企業会計 26

その他
1億1,624
　 万円

歳出歳入

その他
1億2,881万円

県支出金
2億6,739万円
県支出金

2億6,739万円

支払基金交付金
4億9,361万円
支払基金交付金
4億9,361万円

国庫支出金
4億4,506万円
国庫支出金

4億4,506万円

保険料
3億8,307万円

保険料
3億8,307万円

繰入金
2億7,166万円

繰入金
2億7,166万円

保険給付費
17億694万円
保険給付費
17億694万円

決算
報告
決算
報告 特別会計 51億1,523万円

一般会計からの繰入金

会　　計　　名

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

歳　 入
21億3,506万円
19億7,703万円

2,401万円
2億2,164万円
2億6,606万円
8億5,013万円
1,083万円

1億2,052万円
160万円
102万円
313万円
34万円
41万円
63万円
45万円
51万円
154万円
61万円
41万円
32万円
45万円

56億1,667万円
16億8,064万円

9,482万円
2億9,184万円
2,784万円

3億　998万円
1億3,831万円

19億8,083万円
18億3,575万円

1,489万円
2億1,921万円
2億4,288万円
7億4,512万円

173万円
7,090万円
104万円
77万円
142万円
0万円
0万円
1万円
0万円
0万円
58万円
5万円
0万円
0万円
5万円

51億1,523万円
16億4,816万円
1億4,598万円
2億9,078万円
4,218万円

2億8,050万円
2億4,862万円

1億5,423万円
1億4,128万円

912万円
243万円
2,318万円

1億　501万円
909万円
4,962万円
55万円
25万円
171万円
34万円
41万円
62万円
45万円
51万円
96万円
56万円
41万円
32万円
39万円

5億　144万円
3,248万円

△5,117万円
106万円

△1,433万円
2,947万円

△11,031万円

歳　 出

病　　院

介護老人
保健施設

水　　道

企　
業　
会　
計

特　
　
　
　
別　
　
　
　
会　
　
　
　
計

差  引  額

保険事業勘定
サービス事業勘定

「子育て支援」「賑わいのまちづくり」を一層進める「子育て支援」「賑わいのまちづくり」を一層進める「子育て支援」「賑わいのまちづくり」を一層進める「子育て支援」「賑わいのまちづくり」を一層進める

168億3,009
　平成29年度の町財政は，第６次振興計画「輝く未来　笑顔あふれるまちづくりプラン」の「ひとが輝き　地
域が輝き　まちが輝き　笑顔あふれるまちづくり」を基本理念とし、各種子育て支援施策の一層の充実を図った
ほか、賑わいのまちづくりの推進など、数々の諸施策に取り組みました。
　ハード面では、主だった事業として、青木小迫線・東川面本堀線などの道路改良、小田市街地浸水対策、羽無
地区休憩所等整備、水車の里フルーツトピア改修、小田こうど会館改築などを行いました。
　一方、ソフト面では、子育て支援・移住支援サイトのリニューアル、インバウンドモニター事業、賑わい体験
交流施設整備支援、おもてなし規格認証取得支援事業のほか、子育て支援施策の充実として、誕生祝金の増額や
妊産婦医療費助成などを実施しました。
　上記のほかにも、従来からの取り組みとして、生活環境基盤整備や各種福祉、教育、地域振興、防災施策な
ど、住民生活に直結した幅広くきめ細やかな諸施策を展開し，「やさしさにあふれ　かいてきで　げんきなまち
づくり」を目指しました。

総 額

特別会計・企業会計の状況 介護保険会計

その他
1億1,161万円

施設管理費
1億7,812万円

国県支出金
4,337万円
国県支出金
4,337万円

町　債
2億4,830万円

町　債
2億4,830万円

繰入金
5億3,582万円

繰入金
5億3,582万円

使用料
1億7,709万円

使用料
1億7,709万円

歳出歳入

施設整備費
3億2,894万円
施設整備費

3億2,894万円

公債費
4億8,094万円

公債費
4億8,094万円

下水道事業
（農集排会計＋公共下水会計）

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療  
農業集落排水事業 
公共下水道事業  
住宅新築資金等貸付事業
地域開発事業  
美川財産区  
東三成財産区  
横谷財産区  
山田財産区  
里山田財産区  
南山田財産区  
中財産区  
川面財産区  
宇内財産区  
西川面上財産区  
西川面下財産区  
中川財産区  
小田財産区  

特別会計合計



積立金の内訳
91億4,818万円

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（6.6％）

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（6.6％）

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（6.6％）

財政調整基金
43億5,303万円
（47.6％）

財政調整基金
43億5,303万円
（47.6％）

財政調整基金
43億5,303万円
（47.6％）

賑わいのまちづくり基金
4億9,676万円（5.4％）
賑わいのまちづくり基金
4億9,676万円（5.4％）
賑わいのまちづくり基金
4億9,676万円（5.4％）

減債基金
10億4,918万円
（11.5％）

減債基金
10億4,918万円
（11.5％）

減債基金
10億4,918万円
（11.5％）

こどもみらい基金
5億8,150万円（6.4％）
こどもみらい基金
5億8,150万円（6.4％）
こどもみらい基金
5億8,150万円（6.4％）

その他特定目的基金
13億8,620万円
（15.2％）

その他特定目的基金
13億8,620万円
（15.2％）

その他特定目的基金
13億8,620万円
（15.2％）

定額運用基金
1億7,000万円
（1.9％）

地域福祉基金
5億480万円
（5.5％）

地域福祉基金
5億480万円
（5.5％）

地域福祉基金
5億480万円
（5.5％）

土木債
29億8,979万円
（31.7％）

土木債
29億8,979万円
（31.7％）

土木債
29億8,979万円
（31.7％）

教育債
9億8,975万円
（10.5％）

教育債
9億8,975万円
（10.5％）

教育債
9億8,975万円
（10.5％）

農林水産債
4億1,536万円（4.4％）

民生債
2億7,801万円
（3.0％） 消防債

5億6,211万円
（6.0％）

その他
10億6,071万円
（11.2％）

臨時財政対策債等
31億4,312万円
（33.3％）

臨時財政対策債等
31億4,312万円
（33.3％）

臨時財政対策債等
31億4,312万円
（33.3％）

94億3,884万円
借入金の内訳

0 
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（億円） 借入金・積立金の推移

借入金（地方債）残高 積立金借入金のうち、交付税等で措置される額

通常

の
地
方
債（
過
疎債等含む）

特別の

地
方
債

　
※
3

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

実質借入金

一般会計の借入金・積立金の内訳

※１　借入金のうち、返済するときに国からの交付税増額等が見込まれているものです。
※ 2　過疎債・辺地債は元利償還金のそれぞれ70％と 80％が地方交付税で財源措置される有利な借入です。

会　計　名 借　入　金
A

実質借入金
A － B

積　立　金
（企業会計は留保資金等）うち交付税措置等 ※1

B

一 般 会 計
（下段はうち過疎・辺地債 ※2）

94億 3,884万円 66億    666万円 28億 3,218万円 91億 4,818万円41億 3,239万円 29億 2,255万円 12億    984万円

特
　別
　会
　計

国民健康保険 1億    107万円
介護保険 7,481万円
農業集落排水事業 20億 1,268万円 11億 8,042万円 8億 3,226万円
公共下水道事業 68億 6,097万円 34億 9,220万円 33億 6,877万円
住宅新築資金等貸付事業 107万円 87万円 20万円

特別会計　計 88億 7,473万円 46億 7,350万円 42億   123万円 1 億 7,587万円

企
業
会
計

病　　院 16億 2,031万円 6億 8,608万円 9億 3,423万円 5 億 6,303万円
介護老人保健施設 2億 9,010万円 2億 9,010万円 5 億 2,362万円
水　　道 17億 8,411万円 6,676万円 17億 1,735万円 8 億 4,266万円

企業会計　計 36億 9,451万円 7億 5,284万円 29億 4,167万円 19 億 2,930万円

平成29年度末の借入金・積立金の状況平成29年度末の借入金・積立金の状況平成29年度末の借入金・積立金の状況平成29年度末の借入金・積立金の状況

※3　特別の地方債は、返済時に全額交
付税等で財源が措置されるものです。

＊表示単位未満の端数処理により、合計等が一致しない場合があります。

平
成
30
年
度

矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　平
成
30
年
第
４
回
矢
掛
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第

３
号
）
は
、
当
初
の
５
億
４
２
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
か
ら
矢
掛
屋
本
館
整
備
費
１
２

０
０
万
円
を
削
除
修
正
し
た
５
億
３
０
０
０
万
円
を
賛
成
多
数
で
可
決
。
さ
ら
に
、
追
加
上

程
し
た
１
億
１
８
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
（
第
４
号
）
が
可
決
さ
れ
、
予
算
の
総
額
は

１
０
１
億
８
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
概
要
】

被
災
家
屋
公
費
解
体
等
工
事
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
０
万
円

被
災
家
屋
自
費
解
体
等
補
助
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
０
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
緊
急
対
策
事
業
補
助
　
　
　
　
　
　 ６
４
０
万
円

経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　６
０
７
５
万
円

農
山
漁
村
活
性
化
整
備
交
付
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ６
６
６
０
万
円

（
Ｊ
Ａ
き
ら
り
再
整
備
補
助
）

災
害
復
旧
融
資
利
子
補
給
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
０
万
円

旅
行
誘
致
促
進
補
助
金
（
風
評
被
害
対
策
）
　
　
　
　
　
　
　４
０
０
万
円

道
の
駅
用
地
購
入
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　５
９
０
０
万
円

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
調
査
・
修
繕
　
　
　
　
　
　
　 ３
２
５
万
６
０
０
０
円

【
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
概
要
】

災
害
流
入
土
砂
撤
去
等
補
助
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
０
０
０
万
円

災
害
見
舞
金
（
追
加
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

４
７
０
万
円

災
害
見
舞
金
（
新
規
）
事
業
所
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
２
０
０
万
円

災
害
支
援
金
（
追
加
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

６
３
０
万
円

河
川
維
持
（
立
木
等
刈
払
委
託
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

■問
総
務
企
画
課
財
政
管
財
係 

☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
６
０
７

平成29年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率平成29年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率

※借入金の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
この数値が25％を超えると黄信号である「財
政健全化団体」に、35％を超えると破たん状
態である「財政再生団体」となります。

☆実質赤字比率
赤字なし

☆実質公債費比率　8.2％

☆連結実質赤字比率
赤字なし

☆将来負担比率
将来負担なし

☆公営企業に係る資金不足比率
資金不足額なし

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体の財政状況を判断するために設けられた
健全化判断比率・資金不足比率をお知らせします。各比率が一定の基準を超えた団体では、財政健全化計画又は
財政再生計画の策定、公営企業会計においては経営健全化計画の策定などが義務付けられます。
　矢掛町の平成 29年度の健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。いずれも、財政状態の危険度の基
準である早期健全化基準・財政再生基準を大幅に下回っており、財政状態は健全であるといえます。

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%
 

15%
 

20%
 健全団体 財政健全化団体 財政再生団体

0%
 

20%
 

30%
 

矢掛町

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%  25%  35%  

財政健全化団体健全団体
0%  350%  

健全団体 財政健全化団体
0%  20%  
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平
成
30
年
度

矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　平
成
30
年
第
４
回
矢
掛
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第

３
号
）
は
、
当
初
の
５
億
４
２
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
か
ら
矢
掛
屋
本
館
整
備
費
１
２

０
０
万
円
を
削
除
修
正
し
た
５
億
３
０
０
０
万
円
を
賛
成
多
数
で
可
決
。
さ
ら
に
、
追
加
上

程
し
た
１
億
１
８
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
（
第
４
号
）
が
可
決
さ
れ
、
予
算
の
総
額
は

１
０
１
億
８
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
概
要
】

被
災
家
屋
公
費
解
体
等
工
事
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
０
万
円

被
災
家
屋
自
費
解
体
等
補
助
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
０
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
緊
急
対
策
事
業
補
助
　
　
　
　
　
　 ６
４
０
万
円

経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　６
０
７
５
万
円

農
山
漁
村
活
性
化
整
備
交
付
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ６
６
６
０
万
円

（
Ｊ
Ａ
き
ら
り
再
整
備
補
助
）

災
害
復
旧
融
資
利
子
補
給
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
０
万
円

旅
行
誘
致
促
進
補
助
金
（
風
評
被
害
対
策
）
　
　
　
　
　
　
　４
０
０
万
円

道
の
駅
用
地
購
入
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　５
９
０
０
万
円

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
調
査
・
修
繕
　
　
　
　
　
　
　 ３
２
５
万
６
０
０
０
円

【
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
概
要
】

災
害
流
入
土
砂
撤
去
等
補
助
金 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２
０
０
０
万
円

災
害
見
舞
金
（
追
加
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

４
７
０
万
円

災
害
見
舞
金
（
新
規
）
事
業
所
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
２
０
０
万
円

災
害
支
援
金
（
追
加
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

６
３
０
万
円

河
川
維
持
（
立
木
等
刈
払
委
託
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

■問
総
務
企
画
課
財
政
管
財
係 

☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
６
０
７

平成29年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率平成29年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率

※借入金の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
この数値が25％を超えると黄信号である「財
政健全化団体」に、35％を超えると破たん状
態である「財政再生団体」となります。

☆実質赤字比率
赤字なし

☆実質公債費比率　8.2％

☆連結実質赤字比率
赤字なし

☆将来負担比率
将来負担なし

☆公営企業に係る資金不足比率
資金不足額なし

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体の財政状況を判断するために設けられた
健全化判断比率・資金不足比率をお知らせします。各比率が一定の基準を超えた団体では、財政健全化計画又は
財政再生計画の策定、公営企業会計においては経営健全化計画の策定などが義務付けられます。
　矢掛町の平成 29年度の健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。いずれも、財政状態の危険度の基
準である早期健全化基準・財政再生基準を大幅に下回っており、財政状態は健全であるといえます。

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%
 

15%
 

20%
 健全団体 財政健全化団体 財政再生団体

0%
 

20%
 

30%
 

矢掛町

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%  25%  35%  

財政健全化団体健全団体
0%  350%  

健全団体 財政健全化団体
0%  20%  
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平成30年7月豪雨災害関連 Information

被災家屋などの解体・撤去
　平成30年 7月豪雨災害で半壊以上の被害を受けた町内の家屋等について、修復して再利用することが困難であ
る場合、該当家屋等の所有者の申請に応じ、災害廃棄物として解体・撤去することができます。
◦解体・撤去の対象　地上の建物部分と基礎部分
　※一部解体とリフォームは対象外
　�※建物内の残置ごみ（雑誌、生ごみ、衣類など）は、事前に処分してください。ライフライン（電気、水道、
ガス、電話など）の停止手続きは各自で行ってください。
　〔公費解体〕
　被災した家屋（半壊以上）を家屋所有者に代わり町が撤去することで、生活環境の保全と被災者の生活再建支
援を図る制度です。解体・撤去は、家屋所有者の申請を受けて町が実施します。家屋所有者が工事にかかる費用
を負担することはありません。

必要書類 □申請書　□実印と印鑑証明書　□り災証明書　□登記事項（建物）全部事項証明書（原本）
□建物配置図　□身分証明書（運転免許証など）　□被災状況が分かる写真

　〔自費解体〕
　被災した家屋（半壊以上）を個人で撤去する場合、所有者が支払った費用のうち町が定めた基準額を上限とし
て償還払いします。町の基準額で算定するため、全額を償還できない場合があります。町が解体・撤去に着工し
た後に契約した工事は、償還の対象になりません。

必要書類

公費解体の必要書類に加え、下記のものが必要
□解体前・解体中・解体後の工事写真　□契約書・見積書・領収書　□工事の内容が分かる内訳書
□建物解体証明書　□申請者名義の通帳（振込口座が分かるもの）
□解体ごみ（産業廃棄物）の処理の仕方が分かるもの（マニフェスト）

◦申請期限　平成31年 3月29日㈮

災害土砂等撤去補助金
対 象 者 平成30年７月豪雨災害により土砂等が流入した住宅等敷地を所有または管理する人
補 助 金 額 上限20万円

補 助 要 件 自力復旧により業者等へ発注し撤去すること
※平成31年 3月20日までに完了すること

矢掛町災害見舞金（事業者分）
　平成30年７月豪雨災害で被災された事業者の皆さんの経営を応急支援するため、御見舞金を支給します。
◦受付時間　午前９時～午後5時（土・日曜日、祝日を除く）
◦受付場所　産業観光課

見 舞 金 の 額 10万円　※現金支給
支 給 対 象 町内で事業を行っている法人の代表者または個人事業主
対 象 物 件 町内の事業所または店舗等　※ただし、倉庫、車両、備品等は対象外
支 給 要 件 平成30年７月豪雨災害による被災証明書が、事業者名で発行されていること

手続に必要なもの
（ご持参いただくもの）

□被災証明書（ない場合は被害状況がわかる写真）
□身分証明書（本人確認ができるもの）
□印　　　鑑
□営業の確認ができるもの（直近の法人町民税申告書または確定申告書の写しなど）
□委　任　状（代表者以外が申請する場合）

■問町民課住民環境係 　　
　☎（82）1011　有線 0551

■問建設課管理住宅係 　　
　☎（82）1014　有線 0605

■問産業観光課商業観光係
　☎（82）1016　　　　　　

6平成30年10月号



中尾フィルター工業株式会社様
500万円

福

田

須

磨

坪

井

広

志

鈴

木

一

郎

甲
　
藤
　
恵
理
子

田

丸

喜

一

髙

田

喜

充

福

本

良

子

中

谷

博

子

中
　
村
　
　
　
清

片

岡

崇

志

原
　
田
　
　
　
均

三
　
峰
　
さ
お
り

後

藤

力

美

井

原

康

晴

若

松

真

哉

柴

田

洋

輔

平

井

克

典

赤

木

利

徳

大
　
橋
　
楷
一
郎

S
u

n
 

L
e

a
f

廣
　
瀬
　
　
　
哲

西

村

秀

人

加

藤

弘

子

鳥

崎

順

子

川

井

收

治

河

上

俊

雄

塩

田

宏

之

山
　
岡
　
　
　
敦

楢

崎

裕

志

渡

辺

洋

平

川

上

展

弘

水

谷

静

夫

今
林
汎
司
・
葉
子

小

林

静

枝

妹

尾

隆

志

サ
ト
ミ
　
ト
ヨ
ミ

ミ
ズ
シ
マ
　
マ
コ
ト

ヤ
マ
グ
チ
　
ユ
ウ
コ

ア
ラ
ガ
　
ト
モ
ヒ
サ

ヤ
マ
ウ
チ
　
ケ
ン
ジ

モ
リ
ヤ
　
ヒ
デ
ヒ
コ

ヤ
マ
ウ
チ
　
ケ
ン
ジ

谷

本

史

子

福
　
岡
　
佳
代
子

安
　
田
　
　
　
勝

ケ

ア
・

フ

レ

ン

ズ

東

京

ケ

ア
・

フ

レ

ン

ズ

岡

山

ケ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
熊
本

シ

ー

ズ
　

藤

原

家

矢

掛

町

農

業

委

員

会

矢
掛
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

岡
山
県
石
油
商
業
組
合
　
井
原
支
部

兵

庫

県

多

可

町

議

会

猪

苗

代

町

議

会

埼
玉
県
中
野
一
区
自
治
会

フ
ェ
ニ
テ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
株
式
会
社

Y
O

G
A

　b
i

s
u

k
a

h
a

Ｐ
Ｉ
Ａ
　
有
志
一
同
　
ロ
ー
ヤ
　
モ
タ
ゼ
テ
ィ

井
原
地
区
危
険
物
安
全
協
会

有

限

会

社

猪

原

設

備

有

限

会

社

大

元

印

刷

岡
山
県
立
矢
掛
高
等
学
校
同
窓
会
矢
掛
支
部

井
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

公
益
財
団
法
人
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会

　
企
業
・
団
体

　
個
　
　
　
　
人

株式会社ハリマビステム様
　�100万円

古 澤 雅 江様
� 100万円

　平成30年７月豪雨災害に際し、100万円以上の
高額寄付をいただいた企業・個人の皆様に対して
山野町長から感謝状を贈呈しました。

株式会社ウエストホールディングス様
100万円

シャープタカヤ電子工業株式会社様
300万円

株式会社エイト日本技術開発様
100万円

矢掛佛教会様
100万円

株式会社岡山情報処理センター様
100万円

カモ井加工紙株式会社様
100万円

たかくさわこ様
100万円

髙　草　英　郎様
100万円

荒川化学工業株式会社様
300万円

株式会社平野鐵工所様
300万円

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
な
う

ご
寄
付
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
個
人
と

企
業
・
団
体
を
合
わ
せ
て

４
４
２
５
万
３
０
９
８
円

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
９
月
中
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略・順
不
同
）

※
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
氏
名
表
記
の
ま
ま
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平成30年 7月豪雨災害
ご寄付ありがとうございます

7 平成30年10月号



Information
まちからの

お知らせ

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
看
護
師
】
正
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
30
年
度
末
取
得
見
込

　
　
　
　
　
　
み
も
含
む
）

　
　
　
　
　
　
夜
間
勤
務
が
可
能
な
人

　【
勤
務
先 

矢
掛
病
院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施
設
た
か
つ
ま
荘
】

●
申
込
締
切
　
10
月
31
日
㈬
必
着 （
試
験
日
11
月
中
旬
予
定
）

随
時
募
集

【
調
理
員
】 

嘱
託
職
員 

若
干
名

●
資
格
要
件
　
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
調
理
業
務
経
験
の
あ
る
人

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
・
矢
掛
寮
・
町
内
保
育
園
・
給
食
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
　
就
業
時
間
、休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　※

合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

中
川
保
育
園
、
中
川
公
民
館
が
被
災
し
、
当
分
の
間
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

日
も
早
い
復
旧
を
願
う
と
と
も
に
、
川
面
小
学
校
で
共
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
中
川
小
学
校

の
児
童
が
、
一
日
も
早
く
も
と
の
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
３
期
目
の
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
、

①
小
・
中
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
を
保
障
す
る
こ
と
。

②「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に
努
め
、
み
ん
な
が
楽
し
く
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
不
登
校
・
長
欠
児
童
生
徒
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
。

④
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
を
育
む
こ
と
。

⑤
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
に
お
け
る
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、活
性
化
を
図
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、矢
掛
町
の
教
育
の
一
層
の
充
実・発
展
の
た
め
に
精
励
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
幼
稚
園
の
園
児
数
の
減
少
と
保
育
園
の
園
児
数
の
増
加
を
背
景
に
、
２
０
２
０
年
４

月
を
目
標
に
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
方
針
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
幼
稚
園
と
保
育
園
の
定
員
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
計
画
で
は
、
矢
掛
、
美
川
、
山
田
、
川
面
の
４
幼
稚
園
と
矢
掛
保
育
園
を
統
合
し
、
矢
掛
幼
稚

園
と
矢
掛
保
育
園
の
園
舎
を
改
修
し
て
利
用
す
る
予
定
で
、
12
月
の
町
議
会
定
例
会
で
園
舎
改
修

の
設
計
費
を
提
案
し
、
２
０
１
９
年
度
に
着
工
、
２
０
２
０
年
４
月
の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

　
９
月
29
日
と
10
月
１
日
に
は
保
護
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

４
幼
稚
園
と
１
保
育
園
を
統
合

２
０
２
０
年
を
目
標
に
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

　
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
天
然
芝
の
補
修
・
養
生
の
た
め
、
う
ぐ
い
す
球
場

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
悪
化
の
た
め
、
次
の
期
間
を
利
用
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
利
用
中
止
期
間
　【
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
】
12
月
11
日
㈫
〜
平
成
31
年
３
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　【
う
ぐ
い
す
球
場
】
平
成
31
年
１
月
５
日
㈯
〜
２
月
28
日
㈭

■問
町
総
合
運
動
公
園
　
☎（
82
）３
３
１
１

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
　
☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線 

２
６
２
０

サ
ン
コ
ー
ポ・コ
ー
ポ
さ
く
ら・町
営
住
宅
入
居
者
募
集

事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
ご
協
力
を

　
平
成
30
年
第
４
回
矢
掛
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
30
年
８
月
末
で
退
任
し
た
武
井
道
忠
氏
の

後
任
と
し
て
、
山
縣
幸
洋
氏
の
選
任
に
同
意
が
あ
り
ま

し
た
。
任
期
は
９
月
19
日
か
ら
４
年
と
な
り
ま
す
。

副
町
長
に 

山
縣
幸
洋
氏 

就
任
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10
月
１
日
よ
り
ま
た
新
た
に
３
年
間
教
育
長
と
し
て

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
よ
り
、
矢
掛
町
で
も
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
中
川
小
学
校
、

教
育
長
に 

嶋
山
英
二
氏 
再
任

●
定
住
促
進
住
宅
「
サ
ン
コ
ー
ポ
」

　
（
東
川
面
４
２
１-

６
）

　
•
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
３
万
４
５
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
２
１
０
０
円

　
•
間
取
り 

３
Ｄ
Ｋ

●
町
営
住
宅
矢
掛
団
地
Ａ-

２
号

　
（
矢
掛
２
８
８-

４
）

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
１
万
４
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
万
７
４
０
０
円

※

入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定
。

　
•
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

●
コ
ー
ポ
さ
く
ら（
里
山
田
９
２
１-

１
）

　
•
賃
貸
内
容
　
世
帯
用（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）１
戸

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
４
万
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
０
０
０
円

　
•
間
取
り 

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
•
賃
貸
内
容
　
単
身
世
帯
用 

１
戸

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
２
万
５
０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
０
０
０
円

　
•
間
取
り
　
ワ
ン
ル
ー
ム

●
募
集
期
間
　
10
月
22
日
㈪
〜
11
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
は
除
く
）

※

申
込
者
多
数
の
場
合
、サ
ン
コ
ー
ポ
、コ
ー
ポ
さ
く
ら
に
つ
い
て
は
、

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

う
ぐ
い
す
球
場
の
利
用
中
止
に
つ
い
て

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
を
利
用
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
利
用
中
止
期
間
　
11
月
１
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈪

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線 

２
６
２
０

●
認
定
基
準
　
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
相
当
数
入
団
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る 

な
ど

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

利
用
中
止
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
通
じ
て

地
域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
で
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、
取
得
し
た
表
示
証

を
社
屋
な
ど
に
掲
示
で
き
、
表
示
証
の
マ
ー
ク
を
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

8平成30年10月号



Information
まちからの

お知らせ

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
看
護
師
】
正
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
30
年
度
末
取
得
見
込

　
　
　
　
　
　
み
も
含
む
）

　
　
　
　
　
　
夜
間
勤
務
が
可
能
な
人

　【
勤
務
先 

矢
掛
病
院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施
設
た
か
つ
ま
荘
】

●
申
込
締
切
　
10
月
31
日
㈬
必
着 （
試
験
日
11
月
中
旬
予
定
）

随
時
募
集

【
調
理
員
】 

嘱
託
職
員 

若
干
名

●
資
格
要
件
　
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
調
理
業
務
経
験
の
あ
る
人

●
勤
務
先
　
矢
掛
病
院
・
矢
掛
寮
・
町
内
保
育
園
・
給
食
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
　
就
業
時
間
、休
日
等
は
就
業
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　※

合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

中
川
保
育
園
、
中
川
公
民
館
が
被
災
し
、
当
分
の
間
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

日
も
早
い
復
旧
を
願
う
と
と
も
に
、
川
面
小
学
校
で
共
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
中
川
小
学
校

の
児
童
が
、
一
日
も
早
く
も
と
の
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
３
期
目
の
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
、

①
小
・
中
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
を
保
障
す
る
こ
と
。

②「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に
努
め
、
み
ん
な
が
楽
し
く
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
不
登
校
・
長
欠
児
童
生
徒
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
。

④
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
を
育
む
こ
と
。

⑤
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
に
お
け
る
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、活
性
化
を
図
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、矢
掛
町
の
教
育
の
一
層
の
充
実・発
展
の
た
め
に
精
励
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
幼
稚
園
の
園
児
数
の
減
少
と
保
育
園
の
園
児
数
の
増
加
を
背
景
に
、
２
０
２
０
年
４

月
を
目
標
に
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
方
針
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
幼
稚
園
と
保
育
園
の
定
員
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
計
画
で
は
、
矢
掛
、
美
川
、
山
田
、
川
面
の
４
幼
稚
園
と
矢
掛
保
育
園
を
統
合
し
、
矢
掛
幼
稚

園
と
矢
掛
保
育
園
の
園
舎
を
改
修
し
て
利
用
す
る
予
定
で
、
12
月
の
町
議
会
定
例
会
で
園
舎
改
修

の
設
計
費
を
提
案
し
、
２
０
１
９
年
度
に
着
工
、
２
０
２
０
年
４
月
の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

　
９
月
29
日
と
10
月
１
日
に
は
保
護
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

４
幼
稚
園
と
１
保
育
園
を
統
合

２
０
２
０
年
を
目
標
に
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

　
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
天
然
芝
の
補
修
・
養
生
の
た
め
、
う
ぐ
い
す
球
場

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
悪
化
の
た
め
、
次
の
期
間
を
利
用
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
利
用
中
止
期
間
　【
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
】
12
月
11
日
㈫
〜
平
成
31
年
３
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　【
う
ぐ
い
す
球
場
】
平
成
31
年
１
月
５
日
㈯
〜
２
月
28
日
㈭

■問
町
総
合
運
動
公
園
　
☎（
82
）３
３
１
１

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
　
☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線 

２
６
２
０

サ
ン
コ
ー
ポ・コ
ー
ポ
さ
く
ら・町
営
住
宅
入
居
者
募
集

事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
ご
協
力
を

　
平
成
30
年
第
４
回
矢
掛
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
30
年
８
月
末
で
退
任
し
た
武
井
道
忠
氏
の

後
任
と
し
て
、
山
縣
幸
洋
氏
の
選
任
に
同
意
が
あ
り
ま

し
た
。
任
期
は
９
月
19
日
か
ら
４
年
と
な
り
ま
す
。

副
町
長
に 

山
縣
幸
洋
氏 

就
任

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）を同封して送付してくだ
さい。

　
10
月
１
日
よ
り
ま
た
新
た
に
３
年
間
教
育
長
と
し
て

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
よ
り
、
矢
掛
町
で
も
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
中
川
小
学
校
、

教
育
長
に 

嶋
山
英
二
氏 

再
任

●
定
住
促
進
住
宅
「
サ
ン
コ
ー
ポ
」

　
（
東
川
面
４
２
１-

６
）

　
•
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
３
万
４
５
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
２
１
０
０
円

　
•
間
取
り 

３
Ｄ
Ｋ

●
町
営
住
宅
矢
掛
団
地
Ａ-

２
号

　
（
矢
掛
２
８
８-

４
）

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
１
万
４
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
万
７
４
０
０
円

※

入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定
。

　
•
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

●
コ
ー
ポ
さ
く
ら（
里
山
田
９
２
１-

１
）

　
•
賃
貸
内
容
　
世
帯
用（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）１
戸

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
４
万
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
０
０
０
円

　
•
間
取
り 

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
•
賃
貸
内
容
　
単
身
世
帯
用 

１
戸

　
•
家
　
賃
（
月
額
）
２
万
５
０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
０
０
０
円

　
•
間
取
り
　
ワ
ン
ル
ー
ム

●
募
集
期
間
　
10
月
22
日
㈪
〜
11
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
は
除
く
）

※

申
込
者
多
数
の
場
合
、サ
ン
コ
ー
ポ
、コ
ー
ポ
さ
く
ら
に
つ
い
て
は
、

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

う
ぐ
い
す
球
場
の
利
用
中
止
に
つ
い
て

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
を
利
用
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
利
用
中
止
期
間
　
11
月
１
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈪

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線 

２
６
２
０

●
認
定
基
準
　
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
相
当
数
入
団
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る 

な
ど

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

利
用
中
止
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
通
じ
て

地
域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
で
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
、
取
得
し
た
表
示
証

を
社
屋
な
ど
に
掲
示
で
き
、
表
示
証
の
マ
ー
ク
を
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　74
歳
以
下
の
人
の
う
ち
、
地
区
け
ん
し
ん
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
町
内
８
医

療
機
関
で
個
別
に
け
ん
し
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
実
施
期
間
　平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

●
対
象
者
　次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
人

　①
矢
掛
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
（
年
度
途
中
の
加
入
は
除
く
）

　②
今
年
度
40
歳
〜
74
歳
に
な
る
人
ま
た
は
受
診
日
時
点
で
74
歳
の
人

　③
地
区
け
ん
し
ん
を
受
診
し
て
い
な
い
人

●
内
　容
　特
定
健
康
診
査
（
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
等
）
の
み

●
必
要
な
も
の
　保
険
証
、
受
診
券
、
問
診
票
、
受
診
料
金
５
０
０
円

※

受
診
券
は
７
月
に
対
象
者
へ
配
付
し
て
い
ま
す
。
再
発
行
に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
希
望
す
る
医
療
機
関
に
連
絡
を
し
、
予
約
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

血
圧
や
心
臓
、
糖
尿
病
等
の
薬
の
内
服
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

12
月
８
日
に
追
加
け
ん
し
ん
（
特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
、
肝
炎
検
査
）
を
実
施

し
ま
す
。

※

追
加
け
ん
し
ん
で
特
定
健
康
診
査
を

受
け
る
人
は
、
個
別
に
健
診
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保

健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

　高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
重
症
化
防
止
の
た
め
、
予
防
接
種
費
の
一
部

助
成
を
行
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間
頃
か
ら
約
５
か
月
間
あ
り

ま
す
。
接
種
さ
れ
る
人
は
、
12
月
頃
ま
で
に
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
助
成
対
象
期
間
　平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で

●
対
象
者
　•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　
　•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
病
気
の
あ
る
人
（
対
象
の
是
非
は
主

治
医
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
自
己
負
担
額　
１
５
０
０
円
（
接
種
時
に
医
療
機
関
の
窓
口
へ
お
支
払
く
だ
さ
い
）

●
実
施
医
療
機
関

　•町
内
医
療
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　•
岡
山
県
相
互
乗
り
入
れ
制
度
参
加
医
療
機
関

※

接
種
希
望
者
は
、
各
医
療
機
関
に
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※

生
活
保
護
受
給
者
以
外
の
人
は
、
役
場
へ
の
事
前
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

　子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
の
上
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

町
内
各
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
１
歳
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
（
高
校
３
年
生
相
当
）
人

※

た
だ
し
、
婚
姻
し
て
い
る
人
、
社
会
保
険
被
保
険
者
は
除
く

●
接
種
回
数

　①１
歳
以
上
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
幼
児
童
　１
年
度
内
に
２
回
ま
で
接
種

　②
中
学
校
１
年
生
以
上
高
校
３
年
生
相
当
の
者
　１
年
度
内
に
１
回
ま
で
接
種

●
助
成
額
　１
人
１
回
に
つ
き
１
５
０
０
円
の
助
成

●
実
施
医
療
機
関
　町
内
各
医
療
機
関
（※

助
成
対
象
は
町
内
の
各
医
療
機
関
に
限
り

ま
す
）

●
助
成
方
法
　町
内
の
各
医
療
機
関
に
各
自
予
約
を
し
て
接
種
し
、
接
種
後
、
各
医
療

機
関
の
接
種
料
金
か
ら
１
５
０
０
円
を
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ
支
払
う
（
接
種
料

金
は
各
医
療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

個
別
け
ん
し
ん
を
受
け
ま
し
ょ
う

地
区
け
ん
し
ん
未
受
診
の
人
へ

実施医療機関名 ※五十音順 電話番号（有線）
あ ゆ み ク リ ニ ッ ク 84-0001
おぐら整形外科医院 82-3070（9621）
小 　 塚 　 医 　 院 82-1050（9603）
筒 　 井 　 医 　 院 82-3113（2690）
鳥 　 越 　 病 　 院 82-0308（5365）
水 　 川 　 内 　 科 82-1321（9111）
矢掛町国民健康保険病院 82-1326（0651）
山 縣 内 科 医 院 82-0202（9194）
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保健福祉課健康づくり係・保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

11月の健康カレンダー

Health  Calendar　NovemberHealth  Calendar　November

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  7日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～

  8日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

受付：午前 9時 30分～午後 0 時 30分
　　　午後 1 時 30分～3 時 30分27日㈫

21日㈬ 育児相談

定期献血

ウォーキングサロン
（茶臼山・水車の里コース）
※集合場所：水車の里

（集合時間）
午前 9時14日㈬

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  3日㈯/㈷
  4日㈰
11日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

23日㈮/㈷ ☎(84)０００１あゆみクリニック
25日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
18日㈰ ☎(82)１３２１水川内科医院

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

　　自己検診をしてみましょう！
＜入浴時に＞
※石鹸がついた手で行うと、乳房の状態がよくわ
かります。
•４本の指を揃えて「の」の字を書くように指を
動かす。
•脇の下から乳首まで、しこり等がないかチェッ
クする。
•乳首から分泌物が出ていないか
　調べる。

＜鏡の前で＞
•腕を高く上げて、左右
　の違い・ひきつれ・く
　ぼみ等がないかチェッ
　クする。

　10 月は、「乳がん月間」です。あなたも乳がん予防
について考えましょう。

ピンクリボンご存知ですか？　ピンクリボン
10月は乳がん月間です

　「ピンクリボン」は、乳がん予防の世界的キャンペーンのシンボルとなっています。乳がんで亡くなったアメ
リカの患者の家族が“悲しみが繰り返されないように”と願いを込めて作ったリボンが始まりです。
　乳がんの正しい知識や検診の重要性等を広め、乳がんによる悲しみから一人でも多くの人を守るための活動
が「ピンクリボン運動」です。

　　乳がんってどんな病気？
　　母乳をつくるところ（小葉組織）や母乳を乳首ま
で運ぶ管（乳管組織）から発生する悪性腫瘍です。
20歳過ぎからかかる人が増え、40歳代から 50歳代
がピークとなります。女性がかかるがん第１位で、
11人に１人が乳がんになると言われています。

　　乳がんは自分で発見できる！
　　乳房を定期的に自分でチェックすることで、早期
発見・早期治療につながり、その後の暮らしにも影
響を与えます。月１回は自己チェックを心がけま
しょう。
　気になるしこりや変
化を見つけたら、乳腺
専門の医療機関を受診
しましょう。また、マ
ンモグラフィや超音波
検査などの検診を受け
ることも早期発見に有
効です。
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た
学
習
環
境
の
確
保
と
授
業
改
善
、
基
礎
基
本
の

徹
底
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
基
礎
的
な
知
識
の

定
着
を
確
認
す
る
問
題
で
も
活
用
力
を
確
認
す
る

問
題
で
も
全
国
や
岡
山
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
全
国
調
査
（
小
学
校
６
年
生
）
で
は
、
大
き

く
改
善
が
見
ら
れ
、
多
く
の
教
科
・
科
目
で
平
均

正
答
率
が
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
（
表
１
）。

　
ま
た
、
岡
山
県
調
査
（
小
学
３
〜
５
年
生
）
で

も
す
べ
て
の
学
年
・
教
科
で
岡
山
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
（
表
２
）。
中
学
校
は
町
内
１
校
の
た
め

教
育
委
員
会
に
よ
る
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
岡

学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

や
か
げ
っ
子
の 

知
・
徳
・
体

（
平
成
30
年
度
岡
山
県
お
よ
び
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
よ
り
）

　
学
習
規
律
の
徹
底
に
よ
る
落
ち
着
い

山
県
調
査
（
中
学
１
年
生
）の
結
果
か
ら
、
小
学
校

で
の
学
習
が
き
ち
ん
と
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
中
学
校
を
含
む
各
校
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
各
校
が
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
説
明
を

行
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
授
業
改
善
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
活
用

し
た
わ
か
る
授
業
）
や
言
語
活
動
の
充
実
（
書
く

活
動
や
話
し
合
う
活
動
、
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
学
習

の
工
夫
）、基
礎
基
本
（
ド
リ
ル
学
習
や
補
充
学
習
）

の
徹
底
を
、
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
力
と
の
相
関
関
係
が
大
き
い
家
庭
学

習
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
で
は
、
平
日
１
時
間
以

上
学
習
す
る
割
合
が
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
中
学
生
で
は
十
分
な
時
間
を
確
保
で
き
て

い
な
い
の
が
課
題
で
す
（
表
３
）。
し
か
し
、
家
庭

学
習
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
計

画
的
に
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
（
表

４
）。
今
後
も
町
全
体
で
「
家
庭
学
習
強
化
期
間
」

を
設
定
す
る
取
り
組
み
等
を
継
続
し
、
小
学
校
と

中
学
校
が
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
に
望
ま
し

い
家
庭
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
取
り
組
み

を
継
続
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
各
校
の
「
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

71

55

64

52

71

54
62

50

74

57
64

54
60 60 60

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理　科

Ｈ30全国学力調査　平均正答率
全国 岡山県 矢掛町

小学６年生

【表1】

「自分で計画をたてて学習している」
肯定的回答

【表4】

40

60

80

100

120
110

50

70

90

130
140

矢掛町 岡山県 矢掛町 岡山県

中３小６

全国
平均
100

平日の家庭学習時間（小学6年生・中学1・2年生）【表3】

1時間未満
全くしない

3時間以上
2～3時間
1～2時間

H29 町小6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H30 町小6

H30 町中1

H30 町中2

H30 岡山県学力調査結果【表2】

※全国平均を100として

矢掛町
岡山県

小3国語

小3算数

小4国語小5国語

小5算数

小4算数

70.0｠
80.0｠

100.0｠
110.0｠

90.0｠

知

今住んでいる地域やの行事に参加している（中学3年生）【表6】

どちらかというと
あてはまらない

あてはまる
どちらかというと
あてはまる

H29矢掛町

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H30矢掛町

H30岡山県

H30全　国

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある（小学6年生）【表5】

どちらかというと
あてはまらない
あてはまらない

あてはまる
どちらかというと
あてはまる

H29矢掛町

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H30矢掛町

H30岡山県

H30全　国

（
平
成
30
年
度
岡
山
県
お
よ
び
全
国

学
習
状
況
調
査
質
問
紙
よ
り
）

　
学
習
状
況
調
査
の
質
問
紙
か
ら
、

徳
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0

第１学年

男
　
　
　子

女
　
　
　子

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

20.0 40.0 60.0 80.0 （点）

矢掛町
（H30）
岡山県
（H29）
全　国
（H28）

小学生の新体力テストの合計点【表10】

0

第１学年
男
　
　
　子

女
　
　
　子

第２学年

第３学年

第１学年

第２学年

第３学年

20.0 40.0 60.0 80.0（点）

矢掛町
（H30）
岡山県
（H29）
全　国
（H28）

中学生の新体力テストの合計点【表11】

※岡山県や全国の平均値は、まだ公表されていないため、
　岡山県は平成29年度、全国は平成28年度の平均値。

【新体力テストの測定種目】
握力・上体起こし・長座体前屈・50m走・反復横跳び・
20mシャトルラン・立ち幅跳び・ソフトボール投げ（中
学生はハンドボール投げ）

し
た
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
（
表
10
・
表

11
）
を
見
る
と
、矢
掛
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ほ
と
ん
ど
の
学
年
・
男
女
で
、
新
体
力
テ

ス
ト
の
合
計
点
が
全
国
や
岡
山
県
よ
り
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
体
育
の
授

業
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
全
体
の
中
で

体
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

■問 

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

　

  

☎（
82
）２
１
０
０

　

  

有
線
０
６
２
１

知
ら
せ
る
学
習
会
を
実
施
し
、
家
庭
や
地

域
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
子
ど
も
達
に
望

ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

（
平
成
30
年
度
の
新
体
力
テ
ス

ト
よ
り
）

　
今
年
１
学
期
に
各
校
で
実
施

体

朝
食
・
就
寝
等
の
生
活
習
慣
や
規
範
意
識
等
は
、

小
・
中
学
生
と
も
に
全
国
平
均
並
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い

る
問
題
や
出
来
事
に
関
心
を
も
っ
た
り
、
地
域

の
行
事
に
進
ん
で
参
加
し
た
り
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
割
合
が
岡
山
県
や
全
国
に
比
べ
て
高
く

な
っ
て
い
ま
す
（
表
５・６
）。
昨
年
度
、
課
題

だ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て

も
、
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
県
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
（
表
７
）。
今

後
も
、
合
同
授
業
や
交
流
学
習
、
ペ
ア・グ
ル
ー

プ
学
習
等
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
様
々
な
場

面
で
進
ん
で
交
流
す
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
日
の
ゲ
ー
ム
時
間
（
表
８
）
は
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
お
り
、
携
帯

電
話
等
の
使
用
時
間
（
表
９
）
に
つ
い
て
は
、

中
学
２
年
生
で
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
（
３
時
間
以

上
利
用
者
）
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ゲ
ー
ム

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等
の
メ
デ
ィ

ア
時
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
し

て
、
便
利
さ
だ
け
で
な
く
危
険
性
に
つ
い
て
も

コミュニケーション活動への肯定的回答【表7】

矢掛町
岡山県

40.0｠
50.0｠

90.0｠
小５

小６

中１中２

中３ 60.0｠
70.0｠
80.0｠

平日の携帯電話・スマホ使用時間（小学5年生・中学1年生・中学2年生）【表9】

1時間以上2時間未満
1時間未満

4時間以上
3時間以上４時間未満
2時間以上3時間未満 全くしない、持っていない

H30矢掛町
H30岡山県

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小
５

H30矢掛町
H30岡山県

中
１

H30矢掛町
H30岡山県

中
２

平日のゲーム時間（小学5年生・中学2年生）【表8】

1時間以上2時間未満
1時間未満

4時間以上
3時間以上４時間未満
2時間以上3時間未満 全くしない、持っていない

H30矢掛町

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H30岡山県

H30矢掛町

H30岡山県

小
５

中
２
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Information
まちからの

お知らせ

　井
笠
広
域
観
光
協
会
で
は
、「
い
か
さ
の
え
え
と
こ
・
え
え
も
の
・
え
え
ひ
と
」
を
テ
ー
マ
に

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　地
元
の
人
だ
か
ら
こ
そ
知
る
、
井
笠
地
域
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
一
枚
を
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
テ
ー
マ

　「い
か
さ
の
え
え
と
こ
・
え
え
も
の
・
え
え
ひ
と
」

※

井
笠
地
域
（
笠
岡
市
・
井
原
市
・
浅
口
市
・
里
庄
町
・
矢
掛
町
）
で
撮
影
し
た
魅
力
的
な
場
所
・

イ
ベ
ン
ト
・
グ
ル
メ
な
ど
の
写
真
な
ら
何
で
も
可
。

●
応
募
締
切

　平
成
31
年
２
月
17
日
㈰

●
応
募
資
格

　•
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
公
開
ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち
の
日
本
在
住
の
人
。

　•「
投
稿
作
品
の
二
次
利
用
」
等
を
含
め
た
応
募
規
約
に
つ
い
て
ご
承
諾
い
た
だ
け
る
人
。

●
応
募
方
法

　（１
）
井
笠
広
域
観
光
協
会
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
（ikasanpo

）
を
フ
ォ
ロ
ー
。

　（２
）
井
笠
地
域
で
撮
影
し
た
魅
力
的
な
場
所
・
グ
ル
メ
等
の
写
真
に
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「#gotoikasa2018

」
と
「#

撮
影
場
所
の
市
町
村
名
」
を
付
け
て
投
稿
。

●
賞
品
等

　グ
ラ
ン
プ
リ
賞
【
１
人
】

　
　Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
券
４
万
円
＋
各
市
町
特
産
品
詰
合
せ
（
１
万
円
相
当
）

　各
市
町
長
賞
【
５
人
】

　
　Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
券
２
万
円
＋
各
市
町
特
産
品 （
１
万
円
相
当
）

　優
　秀
　賞
【
10
人
】

　
　各
市
町
特
産
品
（
５
千
円
相
当
）

■問
井
笠
広
域
観
光
協
会

　（事
務
局
：
笠
岡
市
役
所
産
業
部
商
工
観
光
課
）

　☎
０
８
６
５（
69
）２
１
４
７

井
笠
地
域
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

↑ご応募は
こちらから。

矢
掛
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス

発達障害児を持つ親の会
　　　｢スマイル｣
　スマイルは同じ特徴を持つ子ども達の保護者
として、仲間同士で助け合うことを目的に活動しています。
町内や地域で生活していく上での悩み相談や情報交換をする定例会では、
会員だけでなく専門の先生にも参加して頂いており安心です。
　みんなで楽しむレクリエーションなどもしています。

定　例　会：偶数月に１回 (ふれあい会館で２時間程度)
問い合わせ：ふれあい会館　８３－０１１９

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　児童虐待とは、子どもを守るべき保護者（親や親に代わる養育者）が、子ど
もの心や身体を傷つけ、健やかな成長や人格の形成に重大な影響を与える行為
を言います。虐待は殴るなどの身体的虐待だけではなく、育児放棄、心理的虐待、
性的虐待なども含まれます。今年は、スポーツ界における体罰やパワハラの問
題も大きく取り上げられました。人が人と接するとき、いかなる理由であって
も暴力は許されない行為です。社会の財産である子どもの成長を地域で見守っ
ていきましょう。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

毎年11月は ｢児童虐待防止推進月間」

参加してみませんか！
定例会に来てみてくだ
さい！

14平成30年10月号



15 平成30年10月号

大名行列の華、姫君・奥方が決定

↑交通安全推進大会の様子。

自動ブレーキサポート搭載車の試乗体験→

　9月 19日、川面小学校で教職員を対象に7月の
豪雨災害で被災した児童の心のケアに関する研修
会が行われました。
　川面小学校には、豪雨により浸水被害を受けた中
川小学校の児童も通っており、両小の教職員約20
人が子どもたちとの接し方などについて学びました。
　講師は、阪神大震災を教訓に兵庫県教育委員会が
設置した震災・学校支援チーム「EARTH」の養護
教諭 村上峰香氏。村上氏は「学校は児童の居場所
であり、大好きな先生や友人がいるから心のケアに
大切な場所。普段通りの生活が子どもたちの安心に
つながる」と話しました。

　9月 15日、農村環境改善センターで「第43回
矢掛の宿場まつり 大名行列 姫君・奥方役選考会」
が開催されました。
　姫君役に７人、奥方役に６人がエントリーし、姫
君役に山本 愛さん（井原市）、奥方役に藤井呂衣子
さん（大阪府）が決定しました。
　選考会は、例年７月の矢掛商店街の夏祭りに併せ
て開催されていますが、今年は豪雨災害により夏祭
りが中止となり、延期となっていました。姫君・奥
方役に決定した２人は、「復興を願い、矢掛を元気
にしたい」と意気込んでいました。

　9月 21日～ 30日の 10日間「秋の交通安全県
民運動」が実施されました。21日には、農村環境
改善センターで「矢掛町交通安全推進大会」が開催
され、町内の交通事故の発生状況や目標などを紹介
し、交通安全意識の向上を図りました。
　式典の後、岡山県自動車整備振興協会小田支部お
よびスズキ岡山販売の協力により「サポカーＳで事
故防止」と題し、自動ブレーキシステムが搭載され
た車の試乗体験が行われるなと交通事故防止に向
けた最新技術が紹介されました。

災害後の子どもたちの心のケア学ぶ目指せ交通事故ゼロ。意識向上へ

100歳のお祝い

全国大会出場選手激励

　9月10日、妹
せ の お

尾惠
え み こ

美子
さん（浅海）が100歳のお
誕生日を迎えられました。
　妹尾さんの長寿の秘訣
は、好き嫌いなく何でも食
べることだそうです。

　第73回国民体育大会（福
井しあわせ元気国体2018）
（9/30～10/3 福井県）レ
スリング少年男子71キロ
級に出場し、5位入賞。
おかやま山陽高校３年
大
おおとも

友琢
たくろう

郞さん（小田）

　第73回国民体育大会（福
井しあわせ元気国体2018）
（9/30～10/2 福井県）相
撲の部に出場。
津
つ

村
むら

勝
まさひと

人さん（東川面）

↑リラックスマッサージの方法などについても学びました。

↑姫君役に選ばれた山本さん（右）と奥方役の藤井さん（左）。

今 月 の 出 来 事
まちの
わだい



　

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　７～8月にかけてやかげ郷土美術館で絵本作家の山口
マオ先生の「わにわに」の絵本原画展が開催され、連日大

勢の人で賑わいました。図書館でも大型カルタ大会や絵本の読み聞かせを司書が行いまし
た。今でも子どもたちに「わにわに」の絵本は大人気で貸出が続いています。ちょっと怖そ
うだけど、仕草がとってもかわいい「わにわに」。子どもたちがにこにこしながら絵本に接
している様子は、私たちも癒されます。秋の夜長にさまざまな本に出会ってみてはいかがで
しょう。

カウンターからの情景

矢掛町在住の童話作家・昼田弥子さんの新刊「あさ
って町のフミオくん」（児童書）がブロンズ新社より
出版されました。ぜひ、手に取ってご覧ください。

「あさって町のフミオくん」
　　　　　 　昼田　弥子／著　高畠　那生／絵

岡山県全域に甚大な被害をもたらした西日本豪雨。
その発生から１ヵ月間の「山陽新聞」の報道をまと
めた写真集。

「2018西日本豪雨　岡山の記録」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　山陽新聞社／編

図書館のイベント
おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　10 月27日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　11 月 10 日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※ 先生の都合により日時が変更になる場合があります。

展　示　室

収蔵品展　秋から冬へ　会期/12 月 5日（水）まで

やかげ郷土美術館
facebookいいね！
をお願いします↓

おすすめの1冊

町民ギャラリー

◆ 竹永絵里イラストレーション展　世界・日本・矢掛
　　　　　　　　　　　　10 月 27 日（土）〜 11 月 11 日（日）

◆矢掛町文化協会　美とのふれあい展
　　　　　　　　　（＊各部門の展示最終日は午後 4 時まで）
　書　　道　　　　　　　　　　　　11 月 20 日（火）〜 25 日（日）
　絵　　画　　　　　　　　　　　　11 月 27 日（火）〜 12 月 2 日（日）
　お 茶 席　　　　　　　　　　　　12 月   2 日（日）　午前9 時30 分〜午後3 時
　ちぎり絵　　　　　　　　　　　　12 月   4 日（火）〜   9 日（日）
　川柳・俳句　　　　　　　　　　　12 月 11日（火）〜 16 日（日）
　アートガーデン・木工芸　　　　　12 月 18 日（火）〜 24 日（月・祝）

は休館日

11月の図書館カレンダー

25 26 27

日

5 6 7 98
1 2

10
3

11
4
12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24
28 29 30

火水木金土月

10月の休館日
　22日（月）・29日（月）

２年前に開催した「市田ひろみ　世界の民族衣装展」で、民族衣装のイラストやグ
ッズを販売し、たいへんご好評をいただいたイラストレーター・竹永絵里さんの個
展。世界の民族衣装や日本各地の祭りの衣装を中心に、子どもから大人まで楽しめ
る愛らしいイラスト作品を紹介します。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

郷土にゆかりのある本

世界の民族衣装より
「ルーマニア」

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

みんな集まれ！
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  きし の　ま　な

岸野真奈ちゃん（里山田）
（H29年 10 月20 日生まれ）
元気が一番！お兄ちゃんと仲
良く成長してね。

　　 かさはらそうすけ

笠原湊介くん（中）
（H29年 10 月19 日生まれ）
湊ちゃんの笑顔は家族の癒し
♡大きくなってね！！

       かわかみそう ま

河上颯真くん（矢掛）
（H29年 10 月12 日生まれ）
たくさん笑ってたくさん食べて
元気に大きくなってね (^^)

　    き   た   ほまれ

喜多保稀くん（小林）
（H29年 10 月16 日生まれ）
ほまチンには癒されまくりだ
よ♡ありがとう

　 かわ い みな と

川井湊斗くん（東川面）
（H29年 10 月16 日生まれ）

いっぱい笑い合っていこうね♡

      なかしまひろみつ

中嶋啓充くん（小田）
（H29年 10 月31 日生まれ）

素直で元気に育ってね！

読者のひろば
みんな集まれ！

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

    かわかみゆうせい

河上侑誠くん（東三成）
（H29年 10 月6 日生まれ）
我が家の暴れん坊☆天才に
なぁれ！！

　　にい  や  ゆう ま

新谷侑真くん（矢掛）
（H29年 10 月5 日生まれ）
お兄ちゃんと仲良く、健康に
育ってね☆

       いし  い　　 そら

石井　蒼くん（本堀）
（H29年 10 月1 日生まれ）

蒼☆天のように育ってね！

★ 対 象 者★　町内在住で平成
29 年 11 月生まれのお子さん
★応募期限★
　平成30年10月31日（水）必着
★応募方法★　写真に①住所②
氏名（ふりがな）③性別④生年月
日⑤電話番号⑥20字程度のメッ
セージを添えてご応募ください。
★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

美
術
館
短
歌
講
座
十
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

泊
り
た
る
出
湯
の
宿
よ
り
滾
ち
出
づ
る
湯
け
む
り

を
見
し
は
帰
り
の
朝

あ
し
た 

谷
口
　
節
子

被
災
し
て
わ
が
家
に
泊
る
曾
孫
ら
父
母
に
囲
ま
れ

穏
し
き
寝
顔 

杉
本
萬
壽
子

赤
蜻
蛉
が
案
山
子
に
止
り
て
休
み
を
り
稲
穂
は
垂

れ
て
今
年
も
豊
作 

鳥
越
　
信
子

小
豆
島
で
キ
ャ
ン
プ
せ
し
と
き
島
の
媼
に
貰
ひ
し

赤
茄
子
の
色
を
忘
れ
ず 

石
川
　
智
子

「
矢
掛
屋
」の
泊
り
客
ら
し
浴
衣
着
の
人
ら
に
出
合

う
早
朝
の
散
歩
に 

坂
川
須
磨
子

朝
ま
だ
き
道
辺
の
草
の
蜆
蝶
よ
昨ゆ

ん
べ夜

は
こ
こ
に
泊

り
た
る
ら
し 

杉
本
　
清
子

大
勢
の
い
と
こ
と
泊
り
し
祖
母
の
家
の
蚊
帳
の
な

か
に
て
燥
ぎ
し
も
は
る
か 

谷
許
　
靖
子

泊
り
終
へ
曾ひ

こ孫
ら
去
に
た
れ
ば
四
歳
の
水
着
姿
が

ま
た
浮
か
び
く
る 

古
城
　
　
操

主
な
き
家
の
垣
根
に
紫
の
朝
顔
ふ
た
つ
あ
は
れ
咲

き
た
り 

峰
山
　
祥
子

出し
ゅ
っ
す
い
水
の
去
り
た
る
巡
り
緑
濃
し
新
し
き
畳
の
み
ど

り
が
匂
ふ 

団
迫
　
慶
子

豪
華
船
に
二
泊
の
旅
を
せ
し
我
ら
兄
弟
揃
ひ
ゐ
し

頃
の
な
つ
か
し 

浅
田
　
英
子

テ
レ
ビ
つ
子
の
曾
孫
の
夢
の
楽
し
か
り
科
学
者
に

な
る
宇
宙
飛
行
士
よ
と 

毛
利
　
英
子

救
命
ボ
ー
ト
浮
き
し
こ
の
庭
に
灯と

う
す
み心
と
ん
ぼ
飛
び

つ
つ
を
り
ぬ
も
う
す
ぐ
三み

つ
き月 

今
井
　
京
子

泊
り
船
も
や
ふ
港
の
波
高
し
昏
き
空
に
は
鳥
の
影

も
な
く 

選
　
者
　
詠

ち
ぐ
は
ぐ
な
二
人
三
脚
だ
が
一
途 

田
中
　
　
恵

血
の
滲
む
努
力
を
褒
め
る
金
メ
ダ
ル 

椎
葉
つ
と
む

片
方
の
耳
は
本
気
で
聞
い
て
な
い 

吉
谷
や
す
こ

我
慢
で
き
ん
一
粒
の
砂
靴
の
中 

山
元
と
も
え

蒸
し
暑
い
思
考
回
路
が
シ
ョ
ー
ト
し
た 

池
田
　
信
夫

一
般
論
と
か
言
い
な
が
ら
オ
レ
の
こ
と 

紫
　
し
め
の

食
欲
は
老
化
し
な
い
で
肥
満
体 

鈴
木
　
な
つ

名
前
な
ど
ど
う
で
も
良
い
と
ボ
ケ
の
花 

渡
辺
　
和
彦

色
褪
せ
ず
私
咲
き
ま
す
そ
れ
な
り
に 

三
宅
か
ず
こ

月
見
草
明
日
も
元
気
と
限
ら
な
い 

江
尻
　
容
子

ど
う
生
き
る
ち
ょ
っ
と
走
っ
て
春
を
待
つ 

選
　
者
　
吟

文
化
協
会
川
柳
九
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

稲
の
花
風
の
抜
け
ゆ
く
路
地
に
佇
つ 

渡
邉
　
倫
子

夕
日
受
け
早
稲
の
穂
波
の
か
が
や
け
り 

高
月
　
凱
美

夕
涼
し
狭
庭
を
抜
け
る
風
見
え
て 

田
中
　
敏
子

百
日
紅
子
の
は
し
ゃ
ぐ
声
塀
を
越
え 

浅
野
加
津
子

豪
雨
禍
の
町
の
日
ざ
ら
し
夾
竹
桃 

江
尻
　
容
子

掃
苔
や
つ
る
べ
の
音
の
深
く
し
て 

江
尻
　
千
歳

夕
蝉
や
ま
だ
日
の
匂
ふ
畑
に
を
り 

黒
瀬
美
智
子

突
と
し
て
猿
に
襲
は
る
晩
夏
な
り 

岡
田
　

子

韮
の
花
子
の
宿
題
を
急
か
す
声 

岡
田
　
康
子

帰
宅
せ
し
庭
に
い
つ
も
の
秋
の
蝶 

江
木
　
公
子

青
空
の
深
さ
に
あ
そ
ぶ
吾
亦
紅 

選
　
者
　
吟

秋
澄
む
や
双
眼
鏡
の
円
き
空 

坪
井
　
篤
子

子
規
の
忌
や
鯉
の
競
り
合
ふ
水
し
ぶ
き 

片
岡
　
朋
子

行
く
雲
を
映
す
流
れ
も
蛇
笏
の
忌 

鹿
嶋
　
克
実

そ
ば
の
花
蒜
山
三
座
腰
据
え
て 

黒
井
　
琴
恵

秋
雲
の
生
れ
つ
ぐ
峯
や
牛
が
鳴
く 

新
谷
　
京
子

赤
と
ん
ぼ
明
日
は
雨
と
や
低
飛
行 

池
野
　
峯
子

登
校
の
子
等
の
挨
拶
霧
の
中 

中
田
　
千
穂

み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ぬ
鷺
一
羽
秋
夕
焼 

岡
田
　
哲
郎

置
き
灯
り
小
唄
踊
り
は
昭
和
の
譜 
岡
本
　
瑞
江

靴
脱
い
で
砂
丘
の
秋
を
惜
し
み
け
り 
選
　
者
　
吟

文
化
協
会
俳
句
九
月
作
品�

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
俳
句
九
月
作
品�

　
　

笹
井

　愛
選
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,342人（－2） 
　男　     6,885人（－1） 
　女　     7,457人（－1）
世帯数　  5,460世帯（＋7）

平成30年10月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ１

～
３
月
の
お
達
者
教
室

参

加

者

募

集

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め

の
知
識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お
達
者
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に

参
加
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

◦
対
象
者
　
町
内
在
住
、
65
歳
以
上

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

◦
と
こ
ろ
　
矢
掛
荘
、
長
楽
園
（
送

迎
・
食
事
あ
り
）
※
お
住
ま
い
の
地

区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
期
間
　
１
～
３
月
　
月
４
回

開
催

◦
利
用
料
　
１
回
８
０
０
円

◦
申
込
期
限
　
11
月
16
日
㈮

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

有料広告

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
生
を
募
集

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
地
域

で
温
か
く
見
守
る
「
応
援
者
」
の
こ

と
で
す
。

◦
内
　
容

◦
認
知
症
と
は
、
ど
う
い
う
病
気
な

の
か
？

◦
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
は
、
ど

ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
？

◦
ど
ん
な
声
を
か
け
た
ら
良
い
の

か
？

◦
と
　
き
　
12
月
13
日
㈭
　
午
前
10

時
～
11
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
農
業
研
修
室

◦
締
　
切
　
11
月
30
日
㈮

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

ま
ち
の
健
康
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
生
を
再
募
集

　
簡
単
な
体
操
を
習
っ
て
、
自
ら
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
講
座
終
了
後
に
は
地
域
の
サ
ロ

ン
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
出
向
い

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◦
対
象
者
　
町
内
在
住
で
、
講
習
会

終
了
後
、
体
操
の
指
導
者
と
し
て
活

動
で
き
る
人

◦
と
　
き
　
平
成
31
年
１
月
～
３
月

の
火
曜
日
　
全
８
回
　
午
後
２
時
～

４
時

◦
会
　
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
等

◦
内
　
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど

◦
参
加
費
　
無
料

◦
定
　
員
　
20
人

◦
申
込
締
切
　
11
月
30
日
㈮

■問
矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線
０
４
８
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ロ
ン

参

加

者

募

集

　
三
谷
地
区
の
「
茶
臼
山
・
水
車
の

里
コ
ー
ス
」
を
歩
き
ま
す
。
今
回
は

参
加
者
に
う
ど
ん
の
接
待
が
あ
り
ま

す
の
で
参
加
希
望
の
人
は
、
事
前
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き
　
11
月
14
日
㈬
　
水
車
の

里
へ
午
前
９
時
集
合
（
コ
ー
ス
所
要

時
間
約
１
３
０
分
）

◦
持
ち
物
　
水
分
補
給
が
で
き
る
も

の
、
タ
オ
ル

◦
申
込
締
切
　
11
月
９
日
㈮
　
午
後

５
時

※
締
切
日
前
で
も
、
定
員
20
人
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

※
参
加
無
料
・
雨
天
中
止

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保

健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

募

　
　集

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,342人（－2） 
　男　     6,885人（－1） 
　女　     7,457人（－1）
世帯数　  5,460世帯（＋7）

平成30年10月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

有料広告

◦
申
込
締
切
　
11
月
７
日
㈬
　
午
後

５
時
　
※
要
予
約

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　
き
　
11
月
14
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
（
法
務

局
・
人
権
擁
護
委
員
）
で
は
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
中
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施

し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

（
平
日
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
、

（
土
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◦
相
談
内
容
　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

■問
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０

　
な
お
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
相

談
を
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

法
務
局
の

常
設
相
談
日
に
つ
い
て

◦
と
　
き
　
11
月
７
日
㈬
、14
日
㈬
、

21
日
㈬
、
28
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
11
月
21
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

相

　
　談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　
き
　
10
月
26
日
㈮
、
11
月
９

日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
が
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
く
と
優

先
的
に
相
談
で
き
ま
す
。

2018年11月10日（土）大名行列の前日　14時開演（13時40分開場）

　やかげ文化センター　TEL （0866）８２–２１００会
場

チケット〈前売り〉3,000円　〈当日〉3 ,500円
後援　矢掛町　矢掛町教育委員会　備中西商工会矢掛支所

前売券販売所
●やかげ文化センター

●やかげ町家交流館

●太陽美術館

〒714-1201　岡山県小田郡矢掛町矢掛2677-1

〒714-1201　岡山県小田郡矢掛町矢掛2639

〒714-1201　岡山県小田郡矢掛町矢掛2628-1

画家 太陽
大西幸仁

平 原 誠 之

成田ヨウスケ

万葉夢太鼓

出
演
者

有料広告

生徒募集生徒募集♪
♪

♫

小林 107（田町）　☎82-1062（江木）小林 107（田町）　☎82-1062（江木）小林 107（田町）　☎82-1062（江木）
http://www.pianokyousitu.info/http://www.pianokyousitu.info/

お問い合わせ

まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室

2 歳のお子さん～ 大人まで2歳のお子さん～ 大人まで

ピアノ・エレクトーンピアノ・エレクトーン

10月は「土地月間」です
　一定面積以上の土地の権利を売買などの契約で
取得した場合、国土利用計画法により、知事への
届出が必要です。

◦届出対象　�矢掛町内5,000㎡以上の土地の権利
を売買などの契約により取得した方

◦届出期限　�土地売買などの契約を結んだ日から、
契約日を含めて２週間以内

◦届 出 先　�総務企画課企画係
※届出用紙は、役場または備中県民局にあります。
また、岡山県ホームペー
ジからもダウンロードで
きます。届出をしなかっ
た場合、法律により罰せ
られることがありますの
で、必ず届出を行ってく
ださい。
■問 総務企画課企画係
　 ☎（82）1010
　 有線0521

19 平成30年10月号



☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
４
７
７
０

狩
猟
期
間
の
お
し
ら
せ

　
11
月
15
日
㈭
か
ら
狩
猟
期
間
が
始

ま
り
ま
す
。
農
作
物
等
へ
の
被
害
防

止
を
目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
限
っ
て
は
狩
猟
期
間
を

１
か
月
間
延
長
し
、
３
月
15
日
ま
で

と
し
て
い
ま
す
。
野
山
に
出
か
け
る

際
に
は
、
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が

け
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■問
備
中
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
５
２

医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
お
薬
を
使
う
す
べ

て
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
制
度
で
す
。

　
お
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、

副
作
用
の
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
万
が
一
入
院
治
療
が
必
要
に
な

る
ほ
ど
の
健
康
被
害
が
起
き
た
時
、

医
療
費
や
年
金
な
ど
の
給
付
を
行
う

公
的
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

■問
救
済
制
度
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０（
１
４
９
）９
３
１

　
受
付
時
間
　
月
～
金
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

　「
忘
れ
て
な
い
？
　
サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
　
火
の
確
認
」
を
統
一
標
語

に
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
　
運
動
が

11
月
９
日
㈮
か
ら
11
月
15
日
㈭
ま
で

の
１
週
間
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
各
家
庭

に
お
い
て
次
の
「
住
宅
防
火
　
い
の

ち
を
守
る　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」︱
３

つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
︱
に
注
意

し
て
火
を
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

◦
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◦
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

岡
山
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
岡
山
県
最
低
賃
金
が
平
成
30
年
10

月
３
日
か
ら
時
間
額
８
０
７
円
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
者
は
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■問
岡
山
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

「
第
5
回
健
康
フ
ェ
ス
タ
in
や
か

げ
」
で
の
愛
育
委
員
に
よ
る
複

十
字
シ
ー
ル
運
動
募
金
の
お
礼

　
第
５
回
健
康
フ
ェ
ス
タ
in
や
か
げ

の
愛
育
委
員
コ
ー
ナ
ー
で
の
複
十
字

シ
ー
ル
運
動
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
５
７
８
０
円
の
募
金
が
集
ま
り

結
核
予
防
活
動
の
た
め
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
今
後
と
も
愛
育
委
員
活
動
及

び
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

11
月
５
日
㈪
、
８
日
㈭
、
26
日
㈪
、

30
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
11
月
16
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

矢
掛
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
新
規
指
定

　
矢
掛
町
で
は
、
平
成
30
年
9
月
10

日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
事
業
者
を

新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
工
事
な
ど
の
際
は
、
必
ず
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

◦
指
定
番
号
　
１
６
１
　
㈲
開
明
設

備
（
岡
山
市
）
☎
０
８
６
（
２
８
１
）

７
０
１
０

◦
指
定
番
号
　
１
６
２
　
㈱
誠
備

（
倉
敷
市
）
☎
０
８
６（
４
２
９
）０

７
５
５

■問
上
下
水
道
課
上
水
工
務
係

お
知
ら
せ

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（8月申請分）11月7日㈬

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（9月申請分）10月17日㈬

子 ど も 医 療 費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　　（9月申請分）

10月30日㈫

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
町県民税（３期）
国民健康保険税（４期）
介護保険料（４期）
後期高齢者医療保険料（２期）

10月31日㈬ 10月31日㈬

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）10月25日㈭ 10月31日㈬

20平成30年10月号



■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※ 夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
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巣
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事
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万
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自
転
車
盗

車
上
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金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

9　月 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 25 2 0 23
累　計 40 4 1 0 0 2 4 2 0 0 15 4 3 5 242 15 0 227
（前年比） +8 +2 +1 ±0 -6 -2 +1 -3 ±0 ±0 +8 +3 ±0 +5 +7 -9 ±0 +16

※数値は暫定数です。

高齢者の交通事故防止
１　「ゆずる・とまる・まもる」で交通事故防止
　交通ルール（道路交通法）は、全ての道路利用者が安
心して安全に道路を利用することができるように定めら
れた法律です。
◦ゆずる　横断者や他車に道をゆずる気持ちを持ちまし
ょう。
◦とまる　赤信号、一時停止場所ではしっかりと止まり
ましょう。
◦まもる　ルールを守って交通弱者を守りましょう。
をキャッチフレーズに、交通事故防止に努めましょう。
２　夜光反射材は重要
　昨年、夜間歩行中の交通事故で亡くなられた高齢者は
17人で、多くの尊い命が失われました。そのうち、夜
光反射材を着用していた人はわずか２人でした。夜光反
射材は、車両運転者からの早期発見につながり、交通事
故防止に非常に効果がありますので、夜間外出時は夜光
反射材の着用を心がけましょう。

特殊詐欺被害防止キャンペーン
　　　　～だまされんのじゃ岡山県～
　特殊詐欺の被害は依然として後を絶たず、今年に入っ
ても
◦「消費料金にまつわる訴訟最終告知」と題するハガキ
を送りつける手口
◦メールで有料サイトの未納料金を請求する手口
により現金をだましとる「架空請求詐欺」の被害が多発
しています。
　県警察では、被害に遭いやすい人を家族、地域、県民
総ぐるみで守る風土を醸成するため「特殊詐欺被害防止
キャンペーン～だまされんのじゃ岡山県～」を展開し、
◦さまざまな手口を知ってもらい自分を守る
◦金融機関やコンビニエンスストアなどの水際で守る
◦県民の力で身近な人を守る
の「３本の矢」で特殊詐欺被害の撲滅に努めていますので、
被害防止に向けた取り組みにご協力ください。

◦犯罪・交通事故発生状況（平成30年９月末現在）
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、
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■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■

〔第44回　モクズガニ漁〕
　モクズガニは
海で生まれ、川
を上って成長し、
成熟すると川を
下って河口付近
で産卵する習性
を持っています。
町内では秋から
冬にかけて定置
網で漁が行われ
ています。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

モクズガニ

定置網
（町内ではカニ籠の使用は禁止されています。）
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2018. 10
vol.76

保護者土曜セミナー
　全国で活躍されている塾講師をお招きし、これから新しくなっていく大
学受験の制度に関する保護者用の説明会が開かれました。最新の情報を入
手するために多くの保護者の皆さんが来場されました。

９月 29日㈯

ダラス・バプティスト大学生と交流
　岡山大学と提携している米ダラス・バプティスト大学から11人の大学生
と教授が矢掛町にやってきました。本校の神楽ガールズwithB も「神楽面
絵付け」や「神楽舞い練習」、「神楽公演解説」などで「おもてなし」。戸惑い満載、
でも楽しく国際交流を行いました。

９月29日㈯・30日㈰

地区別矢高入試説明会のお知らせ

矢掛中学校３年生・体験授業
　金曜６時間目の授業に、矢掛中学校３年生が来校。高校生と一緒に授業
を体験しました。いち早く高校の授業を体験した矢掛中学校の生徒は、こ
れから本格化する高校受験に意識を高めていました。

９月 28日㈮

同窓会からのお知らせ

と　き：11月18日㈰
　　　　受　付  午前10時
　　　　総　会  午前11時
　　　　懇親宴  正午～午後２時

ところ：倉敷アイビースクエア

連絡先：
　岡山県立矢掛高等学校事務室
　☎（82）0045

平成30年度
矢掛高校総会・同窓会

10月17日㈬  美星公民館
10月18日㈭  倉敷市民会館
10月19日㈮  アクティブライフ井原
10月26日㈮  矢掛高校

以下の日程で高校入試説明会を行います。
ご都合のよい日に、ぜひお越しください。

矢高祭だより 駆け抜けろ！
　～平成最後の夏疾風～

夏休みが明けた９月初旬。待望の矢高祭が実施されました。さまざ
まなことがあった今年の夏。それぞれの想いで準備を進めてきた成
果が見事に実った充実の２日間になりました。９月８日㈮  文化の部

９月11日㈫  体育の部

いずれの会場も
受付 午後６時30分～、説明会 午後７時～
（１時間～１時間半）の予定です。
＊事前申し込み不要

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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